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各ユニットの構成と使い方

聞き取りスキル
情報積み上げ 	聞いた情報を積み上げて、ストーリー

の全体を理解する。 

予測聞き取り 	話の展開を予測しながら聞いて理解
する。 

背景情報活用 	すでに知っている情報と相手から聞
いた情報を合わせて理解する。

このユニットを聞くときのポイント
このユニットの会話を理解するために気をつける聞

き方のポイントです。このポイントを確認してから、

ユニットの学習を進めてください。
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1 	話しましょう
会話を聞く前のウォームアップ。会話の話題について知っていることなどをクラスで話し合い、

話題に対する関心を高める。

2 	聞きましょう
2-1 	あなたカード 
「あなた」と「友だち／後輩」の会話を「あなた」の立場になりきって聞くための前提となる

内容が書かれている。会話を聞く前に読んでおくことで、本来「あなた」が持っている背景情

報や会話が行われている状況についての情報をきちんと理解して聞くことができる。難しい語

彙は、聞く前に確認できるよう「ことば」として取り上げ、英訳を付けている。

2-2 	会話（ U1-01  など） 
なりきりリスニング１・２は、会話の最初から最後までの全ターンを示してある。相手のセ

リフは網かけ　　　　　　　　で隠されているが、そのセリフの最後の部分は、次の「あなた」

のセリフが始まるタイミングがわかるように表示している。また、「あなた」のセリフは、相づ

ちや聞いたことに反応するための表現がわかるように、すべて文字で示されている。 

ただし音声では、「あなた」と相手のやり取りが自然な会話として進行しているため、２人の

セリフが重なっていたり、フィラーや相手の話の途中での相づちなど、スクリプトでは文字化

されていない発話が入っていたりする。

１つの会話は、３回または４回聞けるように音声トラックが分かれている。

●Ｕ１～３「情報積み上げ」とＵ６～８「背景情報活用」 
１回目：相手の話を最後まで聞いて、話の内容に関する質問に答える。 
２回目：もう一度最初から聞いて、その会話の最後に自分が「あなた」として何と言うの

がふさわしいか、選択肢を聞いて選ぶ。 

３回目：全体の内容を理解したあと、最初から最後まで通して楽しく聞く。 

●Ｕ４～５「予測聞き取り」 
１回目：相手の話を途中まで聞いて、次に相手が何と言うか予測し、選択肢を聞いて

選ぶ。

２回目：会話の続きから最後まで聞いて、全体の内容を理解する。 
３回目：もう一度最初から聞いて、その会話の最後に自分が「あなた」として何と言うの

がふさわしいか、選択肢を聞いて選ぶ。話の内容に関する質問に答える。 

４回目：全体の内容を理解したあと、最初から最後まで通して楽しく聞く。 
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なりきりリスニング3 

3 	聞いて確認しましょう
このあとの会話で話題となっている文化情報の説明などを、自然な話し方のモノローグで聞く。

会話の理解に必要な語彙を聞き取り、確認するための穴埋め問題。

4 	聞きましょう
4-1 	会話（ U1-08  など） 
同じ展開の会話を聞くのは３回目となるため、展開を予想しながら聞くことができるように、

すべてのターンではなく、会話の始まりと終わりのセリフだけが書いてある。
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1 	聞いて反応しよう 
相手の話を聞き、自然な話しことばで使われる表現を使って適切な受け答えができるようになる

ための練習。下線の部分は「書く」のではなく、何を言うか自分で考え、声に出して答える。

誌面では「あなた」のセリフの一部を文字で示してあるが、その部分も含めて、「あなた」のセリ

フを、合図の音に続けて言う。そのあと発話例の音声が流れるので、聞いて確認できる。発話例ま

での時間の長さは、学習者のスキルやペースに合わせ、適宜ポーズボタンを押して調節してもよい。

1-1 	練習のポイント 
会話の中でその表現がどのように使われるか、その表現を使ってどのような意味を表すこと

ができるかを説明している。

2 	なりきって話そう 
「なりきりリスニング３」の「あなた」のパートが入っていない音声を聞きながら、「あなた」に

なりきって言ってみる練習。スクリプトと全く同じことを言う必要はなく、聞いた内容に合った反

応が、タイミングも的確にできることが重要である。相手の話をよく聞いて、その内容や雰囲気に

合う反応をしてほしい。この練習も適宜ポーズボタンを押してブランクの長さを調節してもよい。

また、音声を聞くのではなく、ペアになり、別冊のスクリプトを見ながらそれぞれの役に「なり

きって」行ってもよい。

3 	ペアで話してみよう  
このユニットで扱ったテーマについてペア

で話す練習。自然な相づちを打ったり質問し

たりしながら聞き、会話が発展するようにす

る。ターンの数や内容などは学習者自身に合

わせて楽しく自由に行う。

4 	リアルな会話を聞いてみよう  
「なりきりリスニング」の元になった学生同

士の実際の生の会話音声。ユニットで練習し

たことを生かして、スピードも会話のターン

もそのままの、リアルな会話の聞き取りに挑

戦してみてほしい。
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1 	問題 1  
そのユニットの会話で使われていた話しこ

とば特有の表現を練習する。「あなた」のセリ

フの下線部を考え、声に出して言う。誌面で

は「あなた」のセリフの一部を文字で示した

ところもあるが、その部分も含めて、「あなた」

のセリフを、合図の音に続けて言う。そのあ

と発話例の音声が流れるので、聞いて確認で

きる。発話例までの時間の長さは、学習者の

スキルやペースに合わせ、適宜ポーズボタン

を押して調節してもよい。

2 	問題 2  
「なりきりリスニング」の会話で出てきた文

法や表現が含まれる文を聞き、質問に答える。

3 	問題 3  
友だちの話を聞いて、「なりきりリスニング」

の会話で扱った語彙や表現を書き取る。
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4  聞き取りトレーニング 
音声を聞きながら１文字ずつを書き込む練

習。「なりきりリスニング３」の「聞いて確認

しよう」とほぼ同じスクリプトだが、聞き取

りやすいナレーション調になっている。シャ

ドーイング練習にもぜひ活用してほしい。

巻末　語彙リスト
ユニットごとに、JLPT日本語能力試験Ｎ３以上の語彙を基準に抽出。好きなユニットを選んで

取り組めるように、「なりきりリスニング１・２・３」の主な語彙は、前のユニットに出てきた語

彙も掲載している。空きスペースに必要に応じて母語訳を書いてもよい。

【別冊】解答とスクリプト 
各ユニットの会話スクリプトと、問題の解答。




